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答えのない２１世紀で奮闘されている経営者の皆様へ

このレターは、当協会にご縁を頂いている経営者の皆様にお届けしています。

【 は じ め に 】

近畿事業推進部の川畑です。梅雨入しましたがあまり雨が降っていないですね。

このまま梅雨明けすると夏の水不足が心配されます。災害は困りますが、ほどほ

どに雨も降って欲しいです。地球温暖化で地球環境はますますおかしくなっています。

ＳＤＧｓ、未来の子供たちへ持続可能な世界を残すのが、私たち大人の義務ですね。

そのために自分にできることを私はやっています。

円安が凄いですね。１月始値１ドル１１５.05円が６月高値１３６.71円まできてい

ます。５カ月で２１円の円安進行は、経済への影響大きいですね。

２００２年１月高値１３５.14円なので２０年ぶりの円安です。円安になると輸入

品が値上がりしますね。世界的供給不足でいろんなものが値上げされ、生活は厳し

くなっています。グローバル経済ではインフレは輸入されます。

そんな中、参議院選挙がやってきました。６年前に当選した参議院議員さん、６年前の公約がどう

なったのか、結果はともかく、プロセスはきちんと定量的に説明して欲しいものです。

衆議院選挙に落選したから、参議院選挙に出る方もいらっしゃるようですが、そうなると参院って

必要なのか、衆議院との違いはなんなのか、必要なのかと疑問が湧いてきます。

もし、明治初期の設立趣意だとすると、改選１２４人（比例代表選出議員５０人、選挙区選出議員

７４人）は全国の都道府県知事４７人と政令指定都市首長２０人の６７人でいいのではないでしょう

か。そしてＩＣＴを使って、必要な時にネットで開催するとタイムリーに審議が出来て、歳出もかな

り抑えられますね。ＮＴＴの画期的テレワークを国会議員も見習って欲しいものです。

今月もＵ協近畿通心を愉しんで頂けると嬉しいです。
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今月は「ＮＦＴ名刺」です。ＮＦＴとは、「Ｎon-Ｆungible Ｔoken（ノン-ファンジャブル トーク

ン）」の頭文字を取ったもので「非代替性トークン」という意味です。非代替性ですから、替えがな

い唯一無二のものですね。トークンは、ブロックチェーン技術を使用して発行した「暗号資産」の総

称です。ブロックチェーン技術は簡単にいうと、データの改ざんや不正利用が非常に困難で「安全に

データを記録できる技術」のことです。取引情報がブロックとして記録され、チェーンのように繋

がっていくからブロックチェーンと呼ばれているのです。「替えが効かない唯一無二であること」を

「ブロックチェーン技術を利用して証明」する技術ということになりますね。いまこの技術を使って、

デジタルに唯一無二の証明を持たせています。デジタル資産の所有者を明確にできるようになり、デ

ジタル資産の希少性を担保できますから話題性が高く、「投機商品」としても注目されています。

ＮＦＴが出来る前は、デジタルアート（オンライン上のイラスト・画像など）、ゲーム内のアイテ

ム、マンガ、トレーディングカード、音楽などの「所有者」を明確にするのが困難でしたが、ＮＦＴ

では「所有者の明確化」をすると同時に、「希少性の担保」もできます。ＮＦＴアートとも言われて

います。

例えば、Ｔｗｉｔｔｅｒの創業者ジャック・ドーシーの初ツイートは、取引額：２９１万５８３５

ドル（約３億１６４０万円）の値が付きました。世界に一つという証明がつくので、欲しい人がその

希少性でも買っているようです。

このＮＦＴの一つがＮＦＴ名刺です。これを使ったサービスがいま出てきています。ＮＦＴ名刺は、

紙を使用しないため環境に優しく、二酸化炭素を排出しないため環境に優しいエシカルな名刺です。

これによって大量の紙の名刺を持ち歩かず、常に１枚のＮＦＴ名刺を持ち歩くだけで済みます。

あなたの近くで使っている方はいますでしょうか。

【ＩＣＴ用語豆知識（ＮＦＴ名刺）】

今年も近くのくちなしの
花さんに会えました。
毎年愉しませてくれます。



先月は第９３回 「ＡＩ時代の電話応対教育」（2021.11.15）をご紹介しました。
いかがだったでしょうか。今回は第９４回 「“きく”力をみがく」をご紹介します。

昭和の頃から、企業で電話応対業務に携わり、その後、長く後輩たちの指導に当たってこられた
先達の話を聞く機会がありました。「当時は、敬語、言葉づかい、説明力の指導が中心でしたが、
一番大変だったのは『“きき”方』の指導でした。お客さまの苦情やニーズが商品開発など会社経営
に直結するのですから」その方の話を聞いて、私の認識の甘さを反省致しました。
時代は大きく変わりましたが、“きく”力の重要性はさらに増しています。

「聴く（訊く）力」は判断力を支える
「電話応対とは“きく”ことである」という言葉が、安全弁のように安易に独り歩きをしているよ

うに思います。しかし、“きく”力ほど見えにくいものはありません。聴いている振りをしているだ
けでも、よく聴いてくれているようにも見えます。何を聴き取ったかも曖昧ですし、関心の度合い
も不明です。耳を音が素通りしただけかも知れません。煎じ詰めれば、大事なのは“きく”ことでは
なく、聴き取った情報なのです。
ビジネスでも暮らしでも、人間力の真価を決めるのは「判断力」です。的確な判断力を備えた人

間が勝ちます。判断を支えるのは的確な情報です。コミュニケーションにおいても電話応対におい
ても、“きく”ことが最も大事だと言いながら、私たちは、その「“きく”こと」が苦手なのです。
“きく”とは、言葉を聴くのではなく、意味内容を聴くのです。そしてしっかり考えるのです。
その結果が、確かな判断に結びつきます。

命を賭した伝令の役目
聴いて得た情報が、確かな判断に結びつくには、聴き取る力のトレーニングを繰り返すことが必

須の条件です。昔は情報を得るには、リアルに見るか、聴くしかありませんでした。ネット社会の
今は、小さなスマホ一つからでも、何百、何千、何万倍の情報が、いとも簡単に手に入ります。
その分だけ、聴き取る人間の耳の力が劣化しているように思います。
日本に軍隊があり、外国と戦争をしていた頃の話です。離れた部隊に、口頭で上からの命令を伝

えるのに、伝令という役目の兵隊がいました。前進や退却など、全軍の勝敗と命に関わる伝言です
から、一言でも間違いは許されません。一切紙は残さない、全て頭で覚え、口頭で伝えなければい
けない。それも弾丸の飛び交う戦場での話ですから、伝令の役目の厳しさは、察するに余りありま
す。

昔、伝言ゲームがあった
第二次世界大戦の終わった戦後の教育に、この旧軍隊の伝令システムが、ゲーム化して使われて

いました。児童・生徒たちが５・６人で１チームを作ります。チームごとに伝言を受ける順番を決
めます。それぞれのチームのリーダーに伝言メモが渡されます。「火の用心の巡回キャンペーンを
行う。２月１２日（土）午後６時から、対象５・６年生、希望者は公民館横広場に集合、主催自治
会」ここには五つの情報が入っています。リーダーはメモ内容を覚えて１番目の人に伝えます。
以下２番目は３番目に、３番目は４番目に、そして５番目まで行きます。５番目のアンカーは受

けた伝言の内容を、全員の前で発表します。遠い昔の記憶ですが、１番目のリーダーが伝えた情報
が、間違いなくアンカーにまで伝わったチームは、一つか二つしかありませんでした。正確に伝え
るには勿論書いて伝えるに越したことはありません。しかし、この伝言ゲームが流行ったのは数十
年前の昔です。さまざまなツールが発達した今のほうが、耳で聞くだけだったその頃より聴く力は
落ちているように思います。お客さまの電話は、判断のための情報収集に始まります。その意識で
まずしっかり聴いてください。

聴いたことを第三者に伝えられるように
伝言ゲームの良さは、聴いたことを、そのあとすぐに第三者に伝えなければならないことです。
そのことを意識しておくだけで、聴き方が変わります。整理しながら聴けるようになります。
話を聞くことは、常にお客さまとの共同作業ですから、決して急がないことです。
お客さまが安心して話せる状況を作ることです。例えば、お客さまの話に積極的に共感をしめす

こと。お客さまの言葉を短く繰り返す相づちなども、安心感一体感に繋がります。
ＡＩの時代、今後ＡＩがどこまで聞く力を伸ばすかは分かりません。しかし、ＩＴ化による効率

化の波は、「“きく”力」という人間力まで飲み込む恐れがあるのです。

【ユーザ協会の得意技！ こういう蓄積・ノウハウがあります。岡部達昭先生編】



今回は、「注意しておきたい、ソフトや機器の使用期限《第１２回》」（2022.04.12）をご紹介
します。

掃除機や洗濯機のような家電では、故障するまで、もしくは性能が十分に発揮されなくなるまで
使用し続ける人が多いのではないでしょうか？しかし、Ｗｉ-ＦｉルーターのようなＩＣＴ機器、
パソコンやスマホ、タブレットは、一見、正常に何不自由なく使えていても、新しいソフトやアプ
リ、または機器を更新しないといけないことがあります。
今回は、そのうちの代表的な事例を取り上げてみたいと思います。

ＯＳの使用期限
パソコン、スマホ、タブレットでは、頻繁にＯＳの更新プログラムが配信されています。
例えば、Ｗｉｎｄｏｗｓパソコンでは、セキュリティ面の改善を目的に配信されていますが、数

年に一度、大型の更新があります。Ｗｉｎｄｏｗｓ１０からＷｉｎｄｏｗｓ１１への更新などです。
このようなケースでは、ニュースなどでＷｉｎｄｏｗｓ１１のことを目にする機会が増えるため、

新しいＯＳへの意識が高まります。しかし、大切なのは、Ｗｉｎｄｏｗｓ１０のほうです。
Ｗｉｎｄｏｗｓ１０は、数年は並行して使えるようになっていますが、いずれサポートが終了し

ます。
それがいつなのかを知っておくことはとても大切です（Ｗｉｎｄｏｗｓ１０は２０２５年１０月

１４日まで、Ｗｉｎｄｏｗｓ８．１は２０２３年１月１０日までサポートが継続されます。（Ｗｉ
ｎｄｏｗｓ７はすでにサポートが終了）。
このサポート終了までに新しいＯＳへ更新する必要があります。Ｗｉｎｄｏｗｓと同様にｍａｃ

ＯＳ、ＡｎｄｒｏｉdやｉＯＳ・ｉＰａｄＯＳのサポート状況も、各社ウェブサイトなどで確認し、
併せて「自分の使っている機器のバージョンは何か？」「そのバージョンはいつまでサポートが受
けられるのか？」を把握しておくことが大切です。

ソフトやアプリの使用期限
ＯＳと同様に、パソコンのソフト、スマホやタブレットのアプリも、セキュリティ上の問題を改

善するために、頻繁に更新されています。ソフト開発会社やアプリストアから、新しいバージョン
のものをダウンロードし、更新するようにしましょう。
これまで、ウェブサイトにアクセスする際に必要となるブラウザで圧倒的なシェアだった

ＩnternetＥxplorer（ＩＥ）は、２０２２年６月１６日（日本時間）にサポートが終了します。
マイクロソフト社は、Ｍｉｃｒｏｓｏｆｔ Ｅｄｇｅというブラウザを提供しており、Ｅｄｇｅ

への移行を促していますが、企業内利用のウェブサイトでは、まだまだＩＥ用に作られているもの
が多くあるようです。企業内利用のウェブサイトやウェブシステムは、早期にＩＥ以外のブラウザ
にも対応するよう改修する必要があります。
また、スマホでは新しいバージョンのアプリが配信されることに併せて、古いＯＳには対応しな

くなることがあります。
例えば、旧バージョンのアプリでは「ｉＯＳ１５～ｉＯＳ１２」で対応していたものが、新バー

ジョンのアプリがリリースされると同時に「ｉＯＳ１２」の対応を終了し、「ｉＯＳ１５～ｉＯＳ
１３」と対応範囲が変わることがあります。使用しているｉＯＳが“１２”のままだと、正しく動作
しません。
ＯＳとアプリのバージョンの組み合わせを十分に確認することをおすすめします。

通信機器の使用期限
自宅でＷｉ-Ｆｉを使っている人も多いことでしょう。「通信速度が遅いなあ…」と感じて光回

線のメニューを変更したとしても、Ｗｉ-Ｆｉルーターが古いと速度が上がりません。
Ｗｉ-Ｆｉには通信規格が複数あり、通信速度は１１Mbps/５４Mbps/６００Mbps/６.８７
Gbps/９.６Gbpsと分かれています。低速にしか対応していない古い機種では、速度が上がりませ
ん。他にも、Ｗｉ-Ｆｉの無線通信区間で盗み見られないように暗号化する技術は、年々進化して
います。古い機種では、暗号化されていても技術が古く、解読されやすいものもあります。
より新しい方式に対応した機器に取り換えましょう。

【ユーザ協会の得意技！ こんなＩＣＴの紹介をしています。へ～え そうなんだ。】



５月３１日に大前さんに第四の波（サイバー社会）に向けた国家戦略を学ぼうを開催しまし
た。今回は４７都道府県すべてから１，０００人を超えるお申込みがありました。
毎回、凄く好評をいただき、企画・開催にも力が入ります。
今回は、残念ながらご視聴いただけなかったかたもいらっしゃいますので、その概要をご紹

介します。

（サマリー）
〇安倍政権は２１世紀の経済原則を無視した愚策を連発したが、岸田政権も同じ轍を踏み、
早くも迷走状態にある。

〇岸田政権が提唱する新しい資本主義による「賃上げ企業優遇策」は、資本主義に対す
る冒涜であり、政府は次々に打ち出す経済政策がことごとく効かない要因を理解し、
経済政策の方向性を改めるべきである。

〇２１世紀の新しい経済の構造変化に影響を与えている二大要因は、「第四の波の到来」
と「人生１００年時代という将来不安」である。

〇未来学者アルビン・トフラーが提唱した「第一の波（農業社会）、第二の波（工業社
会）、第三の波（ＩＴ社会）」の段階を経て、人類社会の発展段階には“第四の波（
サイバー社会）”が到来している。
〇サイバー社会がＩＴ社会と異なる特徴は「スマホベース、ＡＩベース、無から有を生
む」ことである。

〇２１世紀は“構想力”が富の源泉となるが、日本は工業化社会に適応した人材しか育成で
きておらず、企業を規制で縛りつけているために、サイバー社会への移行が遅れてい
る。教育は時代に２０年先行させるべきである。

〇人類社会の発展段階において、前半は雇用を創出することで競争力を増し、後半は雇
用を削減することで競争力を増すため、日本が“サイバー社会”に入れたとしても、後
半には雇用を削減するフェーズが訪れることは不可避である。

〇まずは日本を“サイバー社会”へと移行させるべく、工業社会時代の規制を廃止すると
同時に教育改革を実行するべき。

〇サイバー社会の後半では、サイバー社会の勝者から多く徴税し、雇用や社会のシステム
の維持に還元する仕掛けも検討すべき。

※次回の大前さんに学ぼうは９月の予定です。現在企画中です。

【お役立ち情報：大前さんに第四の波に向けた国家戦略を学びました。】



いま、ＤＸって単語をよく聞くようになりましたね。ＤＸはこれから
避けて通れない企業の道ですが、どうやったらいいのかわからないと
いう声もよく聴きます。以前、ＢＢＴのＤＸ推進基礎講座をご紹介しま
した。
今回は、ＤＸ推進に参考になる本「ザ・ゴール」をご紹介します。
１９８４年に出版されたエリヤフ・ゴールドラット博士の本です。
革新的な内容に加え、筆者の異色の経歴もあいまって、全世界で

１，０００万人以上が読んだ大ベストセラーとなりました。
シリーズものになっていて、私も２０年以上前の課長時代にシリー

ズ全てを読んだ懐かしい本です。その後の会社人生でとても参考に
なりました。若い管理者の方にもお勧めの本です。
昔、お読みになった方も多いのではないでしょうか。
実は、この本はアメリカで１９８４年に出版されたのですが日本語

翻訳版が出されたのは、２００１年となんと１７年後のなんですね。びっくりしますね。
１９８４年当時は日本企業の競争力が世界を席巻していました。
そういう時代でしたね。それは突出した日本の現場力に加え、ＴＯＣ

（制約理論）があまりに日本文化と一致しているので、日本で翻訳出
版されると貿易不均衡が益々加速して世界経済が破綻するという著者
エリアフ・ゴールドラット博士の意向で、２００１年まで翻訳出版禁
止となった、いわくつきの本だったのです。
このコミック版は、架空の日本企業に置き換え原作のエッセンスを

コンパクトのまとめてあります。時間のない方もコミック版ですので、
数時間で読めます。
ＤＸ推進の参考本として、従業員の方にも読んでもらいたいお勧めの

一冊です。目次を紹介します。

（目次）
第一章 工場閉鎖の危機――残された時間はわずか3カ月
第二章 会社の目標とは――新たな３つの目標
第三章 「理想的工場」の幻想――効率を高めれば目標から遠ざかる
第四章 久々の休日――ハイキングと工場で起きていること
第五章 窮余の一策――サイコロゲームが教えてくれたもの
第六章 「瓶の首」を探せ――何が工場の能力を決めているか
第七章 子供たちのヒント――ドラム、バッファー、ロープ
第八章 １本の鎖と全体最適――継続的に利益をあげるために

懐かしいシリーズです。読みましたね。私の会社人生で凄く参考になりました。

【お役立ち情報：ザ・ゴールって本をご存じでしょうか。】

学ぶことの最大の障害は答えを教えることではないか？それは自分で答えを見つける機会を永
久に奪ってしまうからである。自分で論理的に考えて、答えを見つけ出すのが人が学ぶための
唯一の方法だと私は信じている。人が考えるようになるためには、命令形の「！」より疑問形
「？」の方がはるかにいい。（エリヤフ・ゴールドラット）



現在、電話応対コンクールを実施しています。一次予選、地区大会、都道府県大会を
経て、全国の代表者５７名が１１月に山口市に集まり全国大会が開催されます。
これと同時に企業電話応対コンテストが開催されます。このＵ協通心でも何回がご紹

介しています。今日はその参加メリットと紹介映像、優秀な応対音声をご紹介します。
まず、この企業電話応対コンテストに参加すると、どんなメリットが御社にあるのか

を以下の５ポイントでご紹介します。応募は次ぺージをご覧ください。

☆１ 通常業務の中で診断ができます

☆２ レポートで自事業所の電話応対品質が客観的にわかります
１００点満点、専門家によるアドバイス、参加企業中順位つけされます

☆３ レポートを元に今後の電話応対品質向上が図れます

☆４ 入賞すると表彰され社外に電話応対品質をアピールでき、企業プレゼンス向上に
つながります
会長賞、理事長賞、優秀書が授与されます。
認定ももらえます。テレコムフォーラムにも特集掲載されます。
・ゴールドランク企業：３年連続して会長賞または理事長賞受賞企業
・シルバーランク企業：３年以上優秀賞以上受賞企業

☆５ 継続参加することで、自事業所の成長がわかり、従業員のモチベーションアップ
が図られます

□企業電話応対コンテストとは https://youtu.be/c1scOK6-r6U

□昨年会長賞 ダイキン工業株式会社様
https://youtu.be/DYEENu0od_I

【お役立ち情報：お見逃しなく！電話応対によるＣＳ向上のチャンスです。】

＜今年も原稿大募集中！ご紹介します。＞

あなたの知識や経験等が他の会員さんのお役に立てば、嬉しいですね。
いつでも待ってま～す。写真も大歓迎です。
送り先： f.kawabata@jtua.or.jp（川畑）までファイル（Ａ４）を送って下さい。

（企業電話応対コンテストの実施イメージ）

（企業電話応対コンテストの紹介映像）

mailto:f.Kawabata@jtua.or.jp


あなたの会社の電話応対によるＣＳ（お客様満足度）はどれくらいでしょうか。

あなたの会社に覆面で電話し、電話応
対のプロがこんな診断結果をお届けし、
ＣＳ向上のお手伝いをいたします。

会員様は参加料もお得です。
同時入会でも会員価格となります。

参加企業様からこんなお声を頂戴しています。

参加募集中！

締切間近！受付７月２０日（水）までです。
年１回のチャンス。チャレンジお待ちしています。



セキュリティの最新情報も
アップデートできます。
支部ＨＰにて絶賛募集中！

<近畿６支部限定プレゼント>
新規ご入会様、既存会員様
本特典ご利用で「ＤＸ革命(大前研一著)」を

プレゼントいたします！
後日、連絡責任者あてに送付させていただきます。

ＢＢＴのコンテンツの中から、協会会員様のために特に選びました。

「見て学ぶ」と「参加して学ぶ」があります。

あの大前研一さん率いるＢＢＴの研修がユーザ協会会員様特典
として利用いただけるようになりました。

＜経営者講義－１９講座＞

定価33,000円（税込）を当協会

会員様は１割引29,700円(税込）
でご視聴いただけます。

どの講座も大前研一さんの講演以外に業界の最先端を行く経営者の
講演が盛りだくさん！ これからの経営のヒントがたくさんあります。

詳細はこちら！
https://wstg-bbt.staging-bbt757.com/corporate/sd/063jtua/index.html

この値段でこのパフォーマンスにびっくりです。

5,500円(税込）
でご視聴いただけます。

https://wstg-bbt.staging-bbt757.com/corporate/sd/063jtua/index.html
https://wstg-bbt.staging-bbt757.com/corporate/sd/063jtua/index.html

